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研究内容

【背景・目的】
Single photon emission tomography (SPECT)やPositron emission tomography (PET)を用いた核医学診断は、
CTやMRIのような形態診断ではなく、生体内の代謝や受容体の発現量など、機能診断であることが大きな特徴です。
核医学診断を行うためには、画像化前に生体内標的分子を特異的に検出できる放射性分子プローブを投与し、分
布後、体内から放出される放射線をカメラで検出することにより画像化を行います。つまり、新規プローブを開発する
ことにより新たな生体内機能情報を得ることが可能と成り得ます。本ユニットでは、種々の分子を標的とした新規分
子プローブの開発・評価を目的として研究を行っています。
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【概要】
(1)ビスホスホネートや酸性アミノ酸ペプチドを

輸送担体として放射性金属錯体を結合させ
た転移性骨腫瘍診断・治療プローブの開
発・評価を行っています。

(2)シグマ-1受容体は、癌や多く中枢の疾患と
の関係が報告されています。そこで、シグマ
-1受容体定量化による種々の疾患の進行
度の把握、早期診断を目指したイメージン
グプローブの開発・評価を行っています。

(3)分子標的薬剤の治療効果予測を目的とし
たイメージングプローブの開発・評価を行っ
ています。

(4)治療用核種を用いることによるRI内用療法
用プローブの開発・評価を行っています。

【研究の特徴・コンセプト・理念】
- 化合物のデザインから合成、標識、in vitro、

in vivoの評価まで一貫した研究を行います。
- 人に役立つ分子プローブを創成することを
目標に研究を行っています。
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